
臨
遵
ク
イ
ズ
一

当
選
者
。
大
湯
章
二
郎
(
酒
指
貫

)
e
一

茂
両
国
武
女
(
田
村
)
@
絵
師
芭
(
桃

浜
釘
)
@
山
本
静
枝
(
平
塚

)
e原

田
茂
(
徳
延
)
@
加
藤
と
り
子
(
平
一

塚
山
工
一
蒲
棋
風
寵
(
寝
袋
)
@
石
塚

交
官
一
(
寺
田
縄
)
柴
担
保
(
桃
浜
子

釘
)
@
芦
川
一
止
芳
〔
八
幡

u
i

一一
自
転
車
は
必
ず

一
下
車
を

一
地
下
道
、
通
行
は
じ
ま
る

平
山
崎
両
肌
東
側
構
内
に
完
工
し
た
、
平
塚

治
下
道
の
開
晴
式
は
、
七
月
一
日
、
現

場
に
箔
@
県e
扇
欽
の
関
係
者
ら
多
数

が
あ
っ
ま
っ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
向
熔
下
道
は
表
駅
前
と
駁
溝
口
、
須

一
翼
万
簡
を
つ
な
ぐ
要
怖
で
、
乙
と
し

の
七
夕
ま
つ
り
に
は
さ
っ
モ
く
、
乗

降
客
ゃ
、
線
路
を
こ
え
る
〈
伎
の
整

理
に
、
お
舎
な
葉
を
あ
げ
ま
し
一

党
。
地
下
道
は
春
行
者
優
先
。
自
転
一

車
は
か
な
ら
ず
下
車
す
る
ζ
と
に
な
一

っ
て
い
ま
す
。
地
下
道
開
通
と
問
時
一

に
、
い
ま
ま
で
の
須
裂
騒
切
は
間
防
止
一

さ
れ
、
自
動
車
は
、
罵
入
寄
り
の
回
一

関
寵
紡
踏
切
を
と
お
っ
て
い
ま
す
。
一

(
写
真
上e
間
開
通
一
時
間
後
の
地
下
一

道
と
潟
地
式
の
チ
i

プ
を
切
る
市
長
)
一

畜
舎
の
衛
生
一

市
街
地
で
は
法
律
干
一

宇
で
き
ま
っ
て
い
る
一

最
近
、
。
蚊
と
ゆ
え
を
な
く
す
運
議
。
一

の
お
〉
き
な
障
揮
官
の
ひ
と
つ
に
、
市
街
一

地
に
あ
る
畜
晶
表
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
一

す
。
市
街
地
で
萎
喜
品
闘
う
と
き
は
一

窪
田
舎
の
床
は
必
ず
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一

な
ど
、
い
つ
で
も
洗
い
流
せ
る
よ
う
一

に
つ
く
る
乙
と
。
⑨
排
水
間
の
み
ぞ
一

や
、
汚
物
だ
め
を
つ
く
り
、
脱
出
現
で
一

き
る
設
備
を
す
る
こ
と
、
な
ど
の
ほ
一

か
、
踏
ん
式
的
な
立
場
か
ら
い
い
引
い
ろ
一

夜
舎
の
笠
宮
も
と
り
き
め
が
お
こ
一

な
わ
れ
て
い
ま
す
.
同

事

月の人口出IIIIIf傍

人口総数 103.5宮7人

世帯数 21. 883役場
産自 積 67.97K由2

人口密度 1. 526人

前月に比べて83人. 17世
帯増加く1 臼現在しらベ〉
1JIlllfllIIIHlllllllllllllltllllflllllllUIIIIUl 

村
と
町
の
竹
締
り

神
鮮
局
に
な
ら
な
や
で
く
れ
市
長
は
隔
の
神
さ
ま
で
は
な
い

森

七
夕
ま
つp
の
第
四
円
口
自
で
す
昨

日
、
ま
つD
の
ヤ
?
と
い
う
べ
き

ミ
ス
七
夕
の
街
鼠
持
議
も
す
み
、

三
十
万
を
こ
え
た
入
L
Rは
、
す
で

に
五
分
七
中
血
用
の
気
分
を
満
喫
し

た
乙
と
と
お
も
い
ま
オ
か
、
欲
に

は
A品j
片
口
組
日
ぐ
ら
い
お
天
気

L、

と
思
う
と
問
符
に
、
い
や
い
や
、

た
っ
ぷD
と
こ
ζ
ら
て
雨
が
降
っ

て
く
れ
な
い
と
図
る
、
農
村
品
川
情

は
、
日
早
パ
ツ
で
、
前
付
げ
不
能
の

池
波
さ7え
外
出
じ
℃
い
る
母
だ
、
お

祭
り
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
お
配
れ
れ
担

も
大
体
峠
を
こ
え
た
と
こ
ろ
だ
、

降
っ
て
く
れ
、
降
っ
て
く
れ
と
わ

た
し
は
ベ
ン
を
休
め
て
、
懇
の
外

に
討
を
政
つ
。

す
さ
ま
じ
い
稲
光
り
、
つ
け
A

い

eて
怨
を
つ
ん
ざ
く
雷
鳴
だ
、
前
は

し
の
つ
く
い
き
お
い
で
降
っ
て
い

ま
す
、
あ
あ
、
あ
り
が
た
い
、
お

戸
貨
物
の
お
客
さ
ん
が
た
に
は
す

ま
な
い
が
e
:

一
な
ど
と
つ
ぶ
や

「
て
い
る
う
ち
に
、
待
て
よ
、
ち

七
月
一
日
に
勉
下
道
の
問
地
式
と
降
り
が
は
げ
レ
い
よ
主
だ
、
ま

乏
汀
い
ま
し
た
。
気
抽
と
須
賀
と
た
、

E
C
A
rの地
反
で
は
下
水
が

を
つ
な
ぐ
人
の
流
れ
の
最
沼
で
あ
ふ
れ
て
、
床
下
浸
水
の
お
そ
れ

ず
。
長
い
問
、
一
日
に
八
時
泊
も
が
あ
る
、
往
来
は
ぬ
か
る
み
に
な

の
長
き
に
わ
た
り
、
セ
キ
止
め
ら
る
、
市
長
さ
ん
、
下
水
の
ブ
タ
は

れ
て
い
た
人
の
流
れ
は
、ζの
遥
ど
う
し
た
ん
で
す
か
、
道
凶
の
盤

沼
の
開
通
に
よ
っ
て
、
岡
地
ば
に
僚
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か

交
流
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
芭
と
、
お
こ

G
と
の
電
話
が
か
か
っ

す
。
長
い
践
の
要
認
で
あ
り
懸
案
て
く
る
ん
で
は
あ
る
ま
い
か
、
な

で
あ
担
、
わ
た
く
し
の
市
民
に
た
ど
と
心
配
に
な
っ
て
く
る
。

い
す
る
公
約
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
市
長
の
そ
ん
な
心
境
を
象
徴
す

わ
け
で
す
か
、
関
係
各
万
溜
の
ひ
る
か
の
よ
う
に
禅
翁
で
真
ツ
碕
に

と
か
た
な
ら
ぬ
協
力
と
援
踏
に
よ
な
っ
た
。
す
さ
ま
じ
く
笥
嶋
、
落
鎧

っ
て
こζ
に
解
決
を
み
る
に
歪
り
し
た
わ
レ
い
。
ト
タ
ン
に
電
気
が

ま
じ
た
。
沼
ツ
の
出
入
口
に
は
感
つ
い
て
、
市
長
の
一
山
境
も
力
ツ
然

じ
の
い
い
不
才
ン
を
つ
け
ま
し
と
し
た
。
付
事
も
、
お
て
ん
と
う
さ

た
。
明
る
い
平
塚
市
政
の
一
婦
を
ま
ま
か
せ
。
む
か

b
の
人
は
い
い

一
訴
す
も
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
す
、
て
ん

今
、
市
長
寧
ゼ
、
こ
の
習
を
執
筆
と
う
人
を
枝
豆

9、
と
。

し
て
お
り
ま
す
と
、
電
稀
で
す
。
芦
川
川
占
拠
縫

比
呂
怒

日
記

‘す

。〉

オ

ン

コ手襲撃
官法
術

主店

の頭金正見I'J I ! Iμ仏 1 ， 貯
手惣笠付 短期の貸付鉛日以内 i 、はZ江主公 害蓄
亭形割引・"."...商業手形の害F.!! \い 1 長安もみ執 i 与は
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問

金……..…イ“..努月きまつた額でまとまつて大金となる 2綴号誘f翠韮考はお1良1 日にz御冨ヨ史1込み下さいの 1♀i自1J 日費用御一名29、 000円、

24お::;;;よケ仰けに離韓議議議議議議議轟本店@須賀支店'目白
減税務金…税金が安くなります

みんまがど科用になって

ご野評をいただいておりま

?琵

?頁

章受言苦手ij 号、の

定期預

議
座

警
務



ifi 
。雪器

説

話
霊有
議実

日

空
金
石
井
実
氏
外
一
ニ
九
語
録
択
)
一
V
総
恥
@
大
か
汁
勝
口
同
削
)
磯
部
栄
一

源
開
明
第
三
五
号
下
水
道
設
器
開
に
つ
い
一
太
郎
寸
交
教
民
比
一
・
鈴
木
骨
次
郎
一

て
(
諏
訪
町
一
四
四
八
一
松
短
時
時
治
郎
氏
一

F副
L
T
y
E
-一目
マ
偉
業-
q畏

霊
七
名
義
)
一
党
主
(
慰
霊
安
部
孟
一

陳
情
第
一
一
一
笠
審
円
口
野
申
北
側
帆
彪
帯
に
一
裁
・
加

v
h
武
(
剖
側
)
平
野
躍
一
一
一
一

下
水
道
新
設
に
つ
い
て
(
平
塚
一
白
回
一
特
例
委
員
会
の
汁
協
議
員
長
は
次
の
と
一

九
宮
沢
善
信
氏
外
二
回
名
森
沢
)
一
お

D
o
た
だ
し
、
所
栂
対
策
@
平
塚
駅
一

陳
情
第
一
凶
号
下
水
道
新
設
に
つ
い
一
混
雑
緩
和
祈
策
@
大
野
地
灰
間
援
の
=
一

て
〈
八
機
望
月
定
勘
民
会
ニ
九
名
採
択
)
→
特
別
誌
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す

c

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

定
例
会m
u二
円
問
屋
、
市
議
会
副
議
長
の

選
挙
が
おζ
な
わ
れ
、
投
察
総
数
一
一
五

の
う
ち
、
杉
山
市
議
(
五
七
、
農
業
、

戸
六
鈴
木
静
氏
径
一
七
名
採
択
)
一
住
所
、
公
所
)
が
二

Q
察
を
得T叡
議

震
で
あ
っ
亘
書
第
一
言
鴬
保
育
所
撃
に
一
長
に
当
選
し
ま
し
た
。
草
委
員
会
の

一
つ
い
て
(
西
福
岸
各
露
関
総
連
絡
協
議
目
正
副
議
員
長
は
次
の
と
お
担
で
す
。

長
一
!
〈

E
〉

-
J
ミ
ミ

議
一

雷
同
則
一

山
一

杉

供j

醐鍾縮瞳

j
t

臼
寸
中
川
肌
札
択
は
チ
供
に
と
い
う
蚊
が
多
く
な
る
と
発
病
新
が
さ
せ
、
あ
つ
い
臼
光
の
下
で
精
子

一
生
一
っ
て
投
街
と
と
も
に
、
ふ
え
る
。
パ
イ
開
設
つ
け
光
蚊
に
も
か
む
ら
ず
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に

一
衛
一
も
っ
と
も
乙
わ
い
夏
の
さ
さ
れ
る
と
う
つ
る
と
考
え
ら
れ
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

一
の
一
弘
出
掛
問
問
で
あ
る
。
六
十
て
い
る
。
昨
年
の
死
亡
一
一
五
人e昨

一
一
袋
一
オ
以
上
の
老
人
も
よ
く
こ
の
病
気
の
特
徴
@
う
つ
る
年
の
毒
事
で
二
塁
率

ー
ー
か
か
る
。
い
ま
で
も
死
と
急
啓
ι
疲
状
が
あ
ら
わ
れ
、
即
時
病
、
こ
の
う
ち
二
五
人
が
死
ん
で

亡
率
体
何
く
一
一
)
O
i
m
O
到
。
そ
け
と
一
ニ
九i
四
O
度
の
相
聞
い
か
ら
は
い
る
。
今
年
は
す
で
に
、
平
塚
保
健

の
う
え
な
お
っ
て
も
選
一
動
慰
留
同
や
じ
ま
り
、
め
ま
い
、
滋
痛
な
ど
を
所
管
内
に
も
で
て
い
る
。
赤
術
、

矧
能
障
野
が
残
る
こ
と
が
多
い
。
う
っ
た
え
、
は
い
た

D

、
ひ
き
つ
チ
フ
ス
な
ど
と
と
も
に
か
〉
ら
な

蚊
が
う
っ
す
@
日
本
脳
役
の
巌
凶
U
K
Dす
る
。
い
的
ゆ
る
ん
ゲ
ね
む
い
よ
う
に
お
窓
し
よ
う

~
u

滞
期
は
残
日
衰
の

ι

獲
を
む
か
え

八
月
か
ら
九
河
町
寸
告
.
え
で
の
渓
宇

に
こ
わ
少

な
か
は
ま
で
で
一
般
的
に
は
次

あ
る
。
ζ
の
乙
ろ
ア
方
イ
エ
カ
と
の
こ
と
を
ぜ
ひ
気
を
つ
け
た
い
。

4
U

参
宮
く
手
案
支
皇
水
、

主
民
f
J治
引γ

石
山
主
主
物
や
要
食
に
山
山
烹
す
る
。
③
寝

ベ
的
経
〉
ア
ゆ
え
し
な
い
よ
う
雲
を
つ
け

吋
p
h
9

数
る
。
③
ぷ
く
ね
む
っ
て
つ
か
れ
を

広
す
い

J

m
叫
ん
と
る
。
⑮
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
の

事
士
一

噛
一
震
に
な
っ
ペ
は
か
し
の
人
は
、

木
ザ
強
い
日

w
F
Lあ
た
っ
た
り
海
水
浴

C
ド
な
ど
そ
や
め
る
。
@
プ
ー
ル
、
一
部

水
浴
で
は
治
を
洗
う
。

自

を
と
を

り
日
間hvの
状
際
に
お
ち
い
る
乙
と

が
多
い
。

予
防
す
る
に
は
e

ふ
だ
ん
か

ら
蚊
の
滋
治
に
心
が
け
る
こ
と
が

日
本
邸
鳴
を
ふ
せ
ぐ
根
本
対
様
で

あ
る
。
っ
か
れ
や
、
寝
不
足
な
ど

は
葬
討
を
明
き
や
す
い
か
ら
、
栄

養
と
休
誌
に
よ
く
き
を
つ
は
る
ζ

と
が
大
切
。
と/
\
ιイ
供
に
は
、

い
ま
の
う
ち
に
早
川
幼
任
射
を
う
け

市はことしから、広報のあたらしい事業のひとつ

してJ 広総事業「歩く市役所jを各地巡回してひら

ことを決め、準備をすすめています。

この「歩く市役所J は、市民

をまじえ、それぞれの地域の防題や、市のしご

厨などをめぐって諮しあい、市民のも見や希望を、
子行政にとり入れていこう Eするつどいです。

今年度はまず、 36会場を予定、，

託を受けて主催することとし、ちかく、

8方向が各広報委員会に支出されることになりま

た。各広報委員会が選んだ「歩く市役所J

次のとおワです。カツコ内は開催予定月。

b長量蓄広報委援会@学区再編成と区路整理 (8 月〉

火葬場移転と緑化運動 ()1月 ) V. 松原@

環境衛生く日月〉住民の要望をめぐってく来年 1

月) 1>港 e 港地区観光開発く 7 月〉

衛生く10月) 1>花水@西海岸地区の総合都市

(呂月〉小学校新設と既設校の講堂 (10月) 1> 

~.区画整理と道路補装 (7 月〉下水

く11月) 1>大野東部・今後の農業行政

(8 Jl)工場誘致にともなう都市計厨(1月〉

努西部@ガス水道の導入と下水 (8 月〉

張改修く 1 月) i>重量湿@道路と水道の問題く 8 月〉

これからの農業行政 (1 月) l>衿鈎 e 産業土木

月〉社会教育と青少年問題く 1 月〉衛生と厚生の問

題く 3 月) 1>城島 e 住みよい郷土(地LRの課題~8

Jl)住みよい郷土 (2 刀) l>向精@新市町村建設計

爵と都市 61 樹 (8 月〕財政事情と農業致策 (2 月〉

b金酪@県農試を地反発渓にどう活かすかく9 月〕

道路、通信の整備についてく 3 月〉ト抱 e 都市計酪

主下水島(古月〉農業行政をめぐって( 1 月) i>富

沢・新農村建設と土木問題(9 月 )33年度のT!Jll立(10

月) 1>こと屋 .33年度の市政(7 月 )!J 民のß!'(楽と文化

生活 (9 月〕新農村建設をめぐってく10月) 1>愈 êl

命保健衛生の開JE重 (7 月〉教育行政 (8月〉土木事

業の，t阪(10月〉農業行政をめぐってく 1 月〉

つ
い
て
協
議
。
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ら
今
後
の
御
方
針
設
備
い
非
レ
た

1
特

孫
出
中
級
に
も
成
主
悼
な
い
穆
知
能
の
偲
い

子
供
を
収
容
す
る
そ
う
で
入
園
手
続
は

一
児
議
議
員
を
通
じ
て
県
下
全
障
を
あ
っ

一
ず
っ
そ
う
で
す
。
平
塚
山
即
日
間
ぜ
は
小
田
一

文
喜
善
広
報
委
員
会
一
議
案
静
一
密
室
談
所
で
入
望
き
め
る
そ
一

一
う
で
す
。
収
容
人
員
一
一
一
十
名
年
令
は
六
一

身
長
、
社
会
の
片
ず
み
に
読
主
て
い
る
糟
重
苦
を
、
援
の
川
丁
イ
よ
白
十
八
才
ま
で
で
す
。
一
人
喜
一

つ
警
の
か
げ
に
保
議
す
る
、
葉
会
特
殊
学
級
「
松
組
」
と
、
進
剛
一
宮
も
出
来
な
い
交
す
る
豪
の
な
い
一

重
闘
を
訪
ね
ま
し
た

J特
派
損
装
置
報
議
員
舎
暮
(
長
)
附
「
す
を
あ
ず
か
か
嵐
長
始
農
母
さ
ん
が

さ
ん
と
内
藤
さ
ん
(
主
婦
)
で
す
。
州
一

一
昼
夜
の
民
加
な
く
乎
供
と
平
等
の
立
場

精
神
薄
弱
免
の
特
殊
蓄
を
持
つ
市
宇
レ
た
。
授
業
は
語
事
量
需
一
に
立
っ
て
露
呈
￡
し
自
重
要

一
お
か
れ
祐
@
烏
@
喝
な
ど
生
物
が
室
内
一
祖
国
債
化
し
人
間

ι

レ
て
の
仲
間
活
福
明
度
友

一
に
お
か
れ
お
に
は
水
が
一
人
一
人
ゃ
れ
一
教
え
最
後
に
子
供
湾
人
適
し
花
職
業
指

主
導
を
し
て
素
麗
な

底
働
く
簿
跡

捕
る
人
に
吉

夫
と
癒
つ
ず

?
か
し
た
。

後
学
習
は
措

ん
な
子
の
盟

批
所
で
あ
仇

ダ
保
も
申
し
ず

季
と

革
連
日
ま
し
た
。

供子の払
潤

和進

げ
て
第
二
の
訪
問
先
進
和
母
国
に
向
い
て
ほ
じ
い
事
匂
貸
付
期
賂
は
乳
卒
五
年
、
琢
一
翠
以
閉

ま
し
た
。
学
警
は
き
そ
し
て
物
品
開
蓄
を
お
伝
え
し
て
、
内
で
、
返
納
は
貸
付
け
毒
牛
、
豚
…

ず
。
が
最
初

r
L
aん
だ
め
ず
を
、
貸
付
け
一

池
野
ハ
上
)
内
藤
さ
ん
か
な
出
縄
務
関
長
さ
ん
か
ら
御
係
整
、
す
一

重
Z
Z
言
語
富
山
由
民
自
由
凶
器Z
E
Z
E
E
-
即
時E
E

切
な
叩Z
E
E
-
四
注
目
一Z
E
-
-富
山
Z
E
E
-
宮
崎
町E
m
m
S
S
E
-
z
m
m
E

富
E
E

詰
王
宮
皇
室
主
主
呈
喜
吉
呈
芸

E
E
豊
富
z
z
h
h

一

l
e
i
g
i
e
i
J
氏
ζ路
密
室
地
下
道
郎
入
口
に
出
す
と
露

z
j
!
b

一

1
1
1
1
1
1
}

一
時
窃
喝
事
費

j

ご
再
議

Z
L

一

一
轄
埼
還
ま
離
に
、
霊
後
し
ば
ら
く
、
撃
の
人
に
一

3

門
口
語aで
鱒
諮
i

良
一

一
概
騨
射
撃
騒
動
蓄
に
。
よ
担
、
荒
し
い
地
下
道
室
道
徳
義
-
一

顧
問
麟
戸
語
霊
長
官
て
官
。
一jt
j
+
i
t
j

一
同
盟
主
「
て
、

一
瞬
村
盤
強
劇
、
副
議
凶
八
一
(
惜
ロ
民
)
一
親
し
ま
れ
と

m

毘
講
麗
一
柊
蕊
会
議
(
一
頭
五
万
円
、
生
一
@
襲
警

一1
6
1
6
i‘ls
L

豊
島
芦

j

蕊
竺
一
後
六
喜
志
一
員
会
鎖
一

地
下
道
の
交
通
に
〈
酌
)
撃
婁
議
に
御
意
見
を
市
在
、
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
喜
一
受
講
者
の
資
格
は
需
に
住
ん
で
い
る
一
一
一
千
円
、
妻
ニ
ケ
丹
)

(
伝
え
ま
し
た
。
交
議
選
警
が
、
乙
と
し
も
七
月
奇
か
ら
ひ
一
一
六
オ
以
上
の
入
。
義
援
費
一

指
示
を
現
夜
、
と
り
あ
季
、
訓
訓
練
富
ち
ら
か
れ
て
い
ま
す
。
一
重
量
さ
名
、
と
く
に
成
人
が
た
け
る
予
定
で
す

砧
下
意
霊
は
、
襲
警

D

の
使
て
窓
口
者
優
先
@
自
筆
下
車
喜
子
七
月
か
ら
十
月
十
六
日
ま
で
重
水
@
象
で
、
働
く
人
が
撃
を
お
長
あ
と

両
者
お
よ
び
、
重
の
一
人
と
し
て
、
害
、
雲
安
委
員
盛
の
手
続
き
が
終
末
警
の
タ
六
符

5
語
、
雇
喜
一
の
ひ
と
と
喜
需
ず
る
富
安

一
あ
る
。
つ
い
て
は
小
P

次
第
、
は
っ
き
目
指
札
通
讃
訴
を
出
し
一
校
と
昆
付
合
相
官
金
堂
に
関
心
な
夜
縄
開
設
一
諮
問
問
は
政
治
経
済
@
社
金
@
家
庭

a
交

友
樹
車
問
符
e

自
伝
車
て
、
無
暴
な
津
汀
者
を
と
り
し
ま
る
、
一
が
あ
っ
ま

P

、
一
一
門
)
一
日
間
の
議
而
昨
日
程
一
芸
の
四
コ

i

ス
@
群U
く
は
社
生
教
育

と
の
こ
と
モ
す
。
(
広
報
係
)
一
と
と
担
く
ん
で
い
ま
す
。
一
課
(
江
陽
中
内
)
へ

幾
挺
L
あ
い
、
一
戦
け
、
六
九
五
ま
で
煽
〈
探
し
た
が
六
平
塚
は
活
気
が
旺
挙
レ
て
い
て
、
一
止

災
に
あ
い
、
永
い
九
八
の
番
地
は
、
ど
う
し
て
も
探
し
に
発
麗
の
き
さ
し
は
充
持
で
あ
る
。

間
ず
み
な
れ
た
東
-
簿
な
い
。
も
っ
と
も
こ
こ
へ
来
る
ま
，
そ
れ
に
甜
開
店
街
の
人
々
の
還
し
い
商

一
一
民
を
引
揚
げ
て
、
一
で
に
は
五
力
所
で
尋
ね
た
の
で
あ
っ
穆

L
は
大
い
に
敬
服
す
る
。
だ
が
、

ζ
の
一
一
一
万
一
尽
か
た
が
、
繋
を
に
や
し
て
私
は
葡
報
喜
一
般
市
民
が
ま
だ
ま
だ
の
ん
び
担
し

ら
平
塚
市
民
の
一
話
出
回
へ
入
っ
た
。
幸
い
親
切
な
白
鳥
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
臆
わ

入
と
な
っ
た
私
は
、
平
塚
へ
来
て
、
に
右
友

D
で
教
わD
、
私
の
探
す
薪
れ
る
。
換
議
す
れ
ば
今
少
し
文
化
的

つ
く
づ
くζ
の
土
地
が
好
き
に
な
っ
潜
の
六
九
汽
役
厚
木
選
に
求
め
る
こ
進
展
が
還
ま
し
い
。

た
。
実
は
仕
事
の
関
M
m
で
、
弔
問
掛
へ
〉
品
川
出
来
た
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
グ
ひ
ら
つ
か
，

O
紙
を
繰
返

来
た
の
で
は
あ
る
が
、
下
の
仕
事
も
私
は
五
金
器
障
の
カ
レ
ン
ダ
ー
付
の
摘
し
読
ん
で
、
何
待
も
一
思
う

ζ
と
は
、

予
定
通b
に
は
潜
ま
す
、
知
ら
ぬ
こ
関
を
手
に
入
れ
た
。
続
い
て

g

曹
司
岡
山
女
佑
人
市
長
の
下
に
あ
っ
て
、
更
に

の
地
に
ほ
う
り
出
さ
れ
た
格
好
だ
。
発
行
の
悩
凶
を
求
め
た
。
何
れ

ω

庶
民
的
な
殺
し
み
の

す
る
こ
と
も
な
く
ぬ
ぷ

ι

一
い
あ
る
内
容
を
持
た
せ

、
訪
ね
る
知
人
と
事
指
骨
へ
来
て
轟
d
t
て
蓄
を
、
広
報

て
も
な
い
私
は
、
ぷ
験
終
ヤ
時
話
相
一
は
大
切
だ
が
、

ム
「
東
東
京
へ
も
品
開
れ
な
い
。
一
日
と
も
大
同
小
異
で
あ
る
。
新
知
名
ら
し
所
噌
開
館
員
の
声
を
大
い
に
取
よ
げ
ら

も
回
出
く
土
地
を
知
る
こ
と
だ
。
そ
し
い
の
が
脅
い
て
あ
る
が
、
奨
擦
は
氾
れ
、
そ
し
て
御
教
示
顕
い
た
い
。
交

て
平
塚
市
民
に
な
呈
百
る
℃
と
だ
と
態
依
然
と
し
た
な
ら
わ
し
で
あ
弓
出
来
れ
ば
市
民
の
手
に
な
る
ん
ゲ
ひ

滋
っ
て
、
毎
日
平
塚
の
問
中
を
歩
く
番
地
も
一
部
し
か
入
っ
て
い
な
い
。
ら
つ
か
ん
ゲ
紙
に
ま
で
持
っ
て
行
っ
て

乙
と
に
し
党
。
私
の
よ
う
な
も
の
は
よ
い
が
、
乙
の
警
た
い
と
精
選
す
る
も
の
で
あ
る

と
こ
人
品
川
}
寝
間
る

ζ

と
は
、
選
を
防
の
為
に
な
る
褒
件
で
来
る
人
遣
の
平
燦
へ
来
て
、
平
塚
を

ζ
ょ
な
く
盛

期
く
と
き
、
東
、
西
と
い
わ
れ
る
の
為
に
は
、
な
ん
と
か
こ
の
辺
の
と
こ
芝
る
の
あ
ま
り
私
は
敢
え
て
禿
議
を

に
は
一
寸
曲
閉
口
す
る
。
乙
の
聞
も
、
乃
も
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
嵐
載
っ
た
次
第
で
あ
る

e

シ
ン
シ
ク
(
新
宿
)
の
六
九

Yハ
に
用
う
。
平
塚
ほ
青
年
の
初
で
あ
る
と
い
×
×
×

事
が
あ
っ
て
八
幡
神
社
前
で
パ
ス
を
わ
れ
て
い
る
。
立
に
適
言
で
あ
る
。
自
本
ゴ
ム
綴
鱗
笈
玄
懲
撲
部
(
遺
骨
)

降
り
た00

七
O
O蕃
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見
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淘
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